
注：ｂタイプの使用サイズは左右 50mm～120mm未満
　　このデータからの縮率は 50%～120%未満

取扱説明書

スリット式ロッドレスシリンダ
ORCAシリーズ
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クッションストローク
15
18
21
26
40
40

シリンダ径
mm

16
20
25
32
40
50

	 3.9
	 7.8
	 14.7
	 29.4
	 58.8
	 112.8

0.3
0.8
1.0
2.0
3.9
6.9

  0.5
  1.2
  2.0
  4.9
  7.8
14.7

	 117
	 196.1
	 294.2
	 490.3
	 735.5
	1176.8

標準仕様
Mp N･m Mr N･m My N･m W N

許容負荷･モーメント

スリット式ロッドレスシリンダORCA,ORGAシ
リーズは直接荷重をかけて使用することができ
ますが、荷重およびモーメントが下表の値を超
えないようにしてください。

選定･取付

●ORCA

Fp

r1

Fy

r3

My=Fy×r3

Mp=Fp×r1

W

Fr

r2

Mr=Fr×r2

●ORGA

●ORCA

●ORGA

Fp
r1

Mp=Fp×r1
Fy

r3

My=Fy×r3

W1

W3

W2

Fr

r2

Mr=Fr×r2

ピッチング方向モーメント：Mp＝Fp×r1［N･m］
ローリング方向モーメント：Mr＝Fr×r2［N･m］
ヨーイング方向モーメント：My＝Fy×r3［N･m］
最大可搬荷重：W［N］

ピッチング方向モーメント：Mp＝Fp×r1［N･m］
ローリング方向モーメント：Mr＝Fr×r2［N･m］
ヨーイング方向モーメント：My＝Fy×r3［N･m］
最大可搬荷重：W1,W2,W3［N］

シリンダ径
mm

16
20
25
32
40
50

	 3.9
	 7.8
	 14.7
	 29.4
	 58.8
	112.8

  1.5
  3.9
  4.9
  9.8
19.6
34.3

  0.5
  1.2
  2.0
  4.9
  7.8
14.7

  78.5
137.3
196.1
313.8
490.3
784.5

  39.2
  68.6
  98.1
156.9
245.2
392.3

  11.8
  19.6
  29.4
  47.1
  73.5
117.7

Mp
N･m

Mr
N･m

My
N･m

W1
N

W2
N

W3
N

シリンダ径
mm

16
20
25
32
40
50

	 7.8
	 15.7
	 29.4
	 58.8
	 117.7
	 225.6

  0.6
  1.6
  2.0
  3.9
  7.8
13.7

  1.5
  3.5
  5.9
14.7
23.5
44.1

  235
  392
  588
  981
1471
2354

デュアルピストン仕様
Mp N･m Mr N･m My N･m W N

備考：ローリング方向の許容モーメントをかけた場
合のピストンマウントの振れ角度（たおれ）は、
両側合わせて次の通りです。φ16：約3°以
内、φ20：約3°以内、φ25,32：約1.5°以内、
φ40：約1°以内、φ50：約1°以内

備考：ローリング方向の許容モーメントをかけた場
合のスライドの振れ角度（たおれ）は、両側合
わせて次の通りです。φ16：約3°以内、φ
20：約3°以内、φ25,32：約1.5°以内、φ
40：約1°以内、φ50：約1°以内

1.	 荷重の移動や停止時に発生する慣性力も
含めたモーメントが、上記の値を超えな
いようにしてください。質量とピストン
速度については　　　　　　　をご覧く
ださい。

2.	 ローリング方向モーメント：Mrはなるべ
くかからないようにしてください。

1.	 最高使用速度は仕様一覧表をご覧くださ
い。仕様一覧表に示されている値を超え
る場合は最寄りの当社営業所へご相談く
ださい。

2.	 グラフ中の質量とは、ロッドレスシリン
ダにより移動される全質量です。

3.	 クッションは、ピストン速度と質量に合
わせて調節し、衝撃を有効に吸収できる
ようにしてください。

クッション能力

クッション能力

スリット式ロッドレスシリンダには、すべて標
準で可変クッションが装備されていますが、質
量と速度の許容範囲は以下のグラフの下側の範
囲です。これを超える場合、外部にショックア
ブソーバなどを取り付けて吸収するようにして
ください。

クッションストローク mm

取扱い要領と注意事項
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	 25
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15
19
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30
35
40

	 19
	 25
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	 36
	 39
	 48

14
18
22
26
26
32

10
13
16
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22
24

10
13
16
18
18
22

	 6
	 7
	 8.5
	 12
	 14
	 14

FFシリンダ径 記号 LF LF2 LA LA2 LB LB2

mm

支持間隔 mm
1000

荷
重
W

0

1500N

φ32

R

1000

500

2000 3000 4000 5000
0

φ40

φ50

支持間隔 mm
1000

荷
重
W

0

400N

φ16

R

300

200

100

2000 3000

φ20

φ25

0

支持間隔 mm

1000

荷
重
W

0

3000N

φ32

R

2000

1000

2000 3000 4000 5000
0

φ40

φ50

支持間隔 mm
1000

荷
重
W

0

800N

φ16

R

600

400

200

2000 3000

φ20

φ25

0

支持間隔 mm

1000

荷
重
W

0

1000N

φ32

R

500

2000 3000 4000 5000
0

φ50

φ40

支持間隔 mm
1000

荷
重
W

0

N

R

300

200

100

2000 3000

φ20

φ25

φ16

0

シリンダ径
支持間隔：ℓ

標準仕様
ストローク＋130
ストローク＋160
ストローク＋200
ストローク＋250
ストローク＋300
ストローク＋320

ストローク＋215
ストローク＋265
ストローク＋335
ストローク＋430
ストローク＋520
ストローク＋560

デュアルピストン仕様
16
20
25
32
40
50

●ORCA mm

サポート ORCA用F形サポート･L形金具併用時の注意事項

ストロークが長く、かつ荷重が大きい場合は、
シリンダチューブにたわみを生じます。そのよ
うな場合、下図に示す支持間隔：ℓがグラフ値
以下になるように、中間位置も支持する必要が
あります。シリンダ本体に、必要な個数のF形
サポートおよびG形サポートを取り付けること
により、簡単に中間を支持することができます。

F形サポートとL形金具を併用して取り付ける場合、下図①のようにL形金具を使用するとシリンダ
の取付け位置が低くなり、F形サポートが入りません。下図②のようにFF＝ LF2になる向きで、L形
金具を使用してください。

注：L形金具の取付け向きによって、取付け穴のピッチが変わりますので注意してください。

シリンダ径 支持間隔：ℓ
ストローク＋130
ストローク＋160
ストローク＋200
ストローク＋250
ストローク＋300
ストローク＋320

16
20
25
32
40
50

●ORGA mm

W

R

W

RR
F形サポート

W

R

W

R R

F形サポート

注：ORGAシリーズでは、F形サポートの上部には
センサスイッチを取り付けることはできません。

LB

LF

LA

L形金具

LF
2

LA2

L形金具

LB2

FF

F形サポート

① ②

●ORCA16, 20, 25 ●ORCA32, 40, 50

●ORCAD16, 20, 25 ●ORCAD32, 40, 50

●ORGA16, 20, 25 ●ORGA32, 40, 50

- 2 -



m

Fo→
θ

取付 衝突エネルギーの計算

1.	 取付姿勢は自由ですが、水滴、油滴などが
かかる場所や、粉塵が多い場所に取り付け
るときは、ピストンヨークが下を向くよう
に取り付けるか、シールバンド部をカバー
などで保護するようにしてください。

2.	 ロッドレスシリンダの取付け作業中、ある
いは取付け後の電気溶接は、絶対に避けて
ください。溶接電流がシリンダに流れると
アークが発生し、破損や溶着が生じます。

3.	 外部にガイドを設けて使用する場合、オプ
ションのMマウントやCMマウントを使用し
て下さい。ガイドと標準ピストンマウント
を直結すると、作動不良や故障の原因とな
ります。

衝突速度と衝突物体の質量

衝突速度と衝突物体の質量とのグラフ

備考：水平衝突
　　　使用空気圧力0.5MPa、ショックアブソーバ

使用の場合。

中間停止制御

スリット式ロッドレスシリンダは、構造上エア
の外部漏れがあります。したがって、オールポ
ートブロックの3ポジションバルブなどによる
中間停止制御では、停止位置が保持できなかっ
たり、再始動時にピストン速度が制御できない
などの不具合が発生します。PAB接続の3ポジ
ションバルブなどを用いた、両側加圧制御回路
としてください。
垂直取付けなどにより、常時荷重がかかる場合
の中間停止制御回路については最寄りの当社営
業所へご相談ください。

ストローク調節

●ショックアブソーバ付の場合
ショックアブソーバ付では、全ストロークにわ
たって、ストロークが容易に調節できます。は
じめに、ホルダ固定ボルトを4本ともゆるめて
ホルダを移動し、大まかにストロークを決め、
ホルダ固定ボルトを締め付けて、ホルダを固定
します。つぎに、回り止めボルトをゆるめて、
手またはレンチなどでショックアブソーバを回
転させて微調節します。調節後は、回り止めボ
ルトを締め付けて、ショックアブソーバを固定
します。ストローク調節範囲は、φ16：片側
15mm、φ20,φ25：片側20mm、φ32，40，
50：片側30mmです。この範囲を超えて調節す
る場合は、ホルダを移動してください。ショッ
クアブソーバと可変クッションを併用すると、
バウンドすることがありますので、ショックア
ブソーバを使用する場合は、可変クッションニ
ードルは全開にしてください。

シリンダチューブのスリット部には強い衝撃
を与えないでください。

1.	 ストライカーが、ショックアブソーバ端
面の全面に当たるように、ホルダ固定ボ
ルトは、4本を均一に締め付けてくださ
い。

2.	 ショックアブソーバは、必ず仕様の範囲
内で使用してください。

3.	 衝突エネルギーがショックアブソーバの
最大吸収能力を超えないように、荷重を
設定してください。

4.	 オプションのショックアブソーバの最大
衝突速度は1000mm/sです。

5.	 ショックアブソーバに衝突する瞬間の速
度が1000mm/sを超えないようにしてく
ださい。シリンダの平均速度とは大きく
異なる場合がありますので、注意してく
ださい。

6.	 水滴、油滴などがかかる場合や粉塵が多
い場所に取り付けるときは、カバーなど
で保護してください。ショックアブソー
バのロッドに水、油、粉塵が付着すると
寿命が短くなります。

7.	 ショックアブソーバ後端面の止めねじは、
ゆるめたり取り外したりしないでくださ
い。内部に封入されているオイルが漏れ
出してショックアブソーバの機能を損な
います。

φ16：1～16
φ20,φ25：1～21
φ32,φ40,φ50：1～31

ホルダ固定ボルト
回り止めボルト

ホルダ

水　平　衝　突

E＝E1＋E2

   ＝　　   ＋F0･L

L

m

F0

→

→

m･ 2
2

垂　直　衝　突注1

下  降  時注2 上  降  時

E＝E1＋E2＋E3

   ＝　　   ＋F0･L＋m･g･L

E＝E1＋E2−E3

   ＝　　   ＋F0･L−m･g･L

→→ L
m

F0

→→
mF0L

m･  2
2

m･  2
2

注1：傾面衝突の場合には、E3をE3'＝m･g･L･sinθ
にします。

注2：下降時は、上昇時より使用空気圧力：Pを小
さくした方が、より重い荷重を移動させるこ
とができます。

E	：衝突の全エネルギー…［J］

E1	：運動エネルギー…　　 ［J］

E2	：シリンダ推力の付加エネルギー…F0･L［J］
E3	：荷重の付加エネルギー…m･g･L［J］
m	：質量［kg］
ν  ：衝突速度［m/s］
g	 ：重力加速度9.8［m/s2］

F0：シリンダ推力…　 ･D2･P［N］

［D：シリンダ内径（mm）P：使用空気圧力（MPa）］
L	 ：ショックアブソーバの吸収ストローク［m］

m･  2
2

π
4

衝突物質量 kg
10

衝
突
速
度

0

1.5

20 30 60 8040 50 70

1.0

0.5
φ20φ25 φ32 φ40

φ16

m/s

φ50

ショックアブソーバと可変クッションを併用
するとバウンドが発生することがあり、バウ
ンドが発生した場合ロッドレスシリンダのシ
ールバンドが破損する恐れがあります。
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シリンダ径
16
20
25
32

40,50

ストローク調節範囲（片側）
4
5
6
8
10

●ストローク調節ボルト付の場合
ストローク調節ボルト付では、ストロークエン
ドでのストローク微調節が可能です。回り止め
ボルトをゆるめて、ストローク調節ボルトを回
転させて微調節し、調節後は回り止めボルトを
締め付けて、ストローク調節ボルトを固定します。

ロッドレスシリンダに配管する前に、必ず配管
内のフラッシング（圧縮空気の吹き流し）を十分
に行なってください。配管作業中に発生した切
り屑やシールテープ、錆などが混入すると、空
気漏れなどの作動不良の原因となります。

一般注意事項

配管

スリット式ロッドレスシリンダORCA、ORGA
は、構造上エアの外部漏れを完全に止めること
は困難ですが、初期的なエア漏れの原因のほと
んどであるインナシールバンドに付着したごみ
などは簡単に取り除くことができます。
はじめにアウタシールバンド止めねじをゆるめ
てアウタシールバンドを取り外し、ロッドレス
シリンダに0.1MPa程度の空気圧を印加します。
次に、クリーニングツールもしくは樹脂の棒な
どをシリンダチューブスリット内に差し込み、
インナシールバンドを押し下げながらスリット
に沿って動かし、エアでゴミを吹きとばします。

メンテナンス

無給油で使用できます。給油する場合は、タービ
ン油1種（ISO VG32）相当品を使用してください。

潤滑

1.	 水滴、油滴などがかかる場所や粉塵が多い
場所で使用すると、バンド切れやパッキン
の寿命を早めることがありますので、カバ
ーなどで保護するか、ピストンヨークが下
向きとなるように取り付けてください。

2.	 ロッドレスシリンダの近くでは溶接作業を
しないでください。溶接火花によりアウタ
シールバンドが破損することがあります。

3.	 流体および雰囲気中に下記のような物質が
含まれているときは、使用できません。
有機溶剤･リン酸エステル系作動油･亜硫酸
ガス･塩素ガス･酸類。

雰囲気

1.	 使用流体は空気を使用し、それ以外の流体の
場合は最寄りの当社営業所へご相談ください。

2.	 ロッドレスシリンダを駆動する空気は、劣
化したコンプレッサ油などを含まない清浄
な空気を使用してください。ロッドレスシ
リンダやバルブの近くにエアフィルタ（ろ過
度40μm以下）を取り付けて、ドレンやゴミ
を取り除いてください。また、エアフィルタ
のドレン抜きは定期的に行なってください。

空気源

ストローク調節ボルトのストローク調節範囲
mm

φ16：1～4
φ20：1～5
φ25：1～6

ホルダ固定ボルト
回り止めボルト

ホルダ
φ32：1～9
φ40,φ50：1～11

シリンダ径
16
20
25
32
40
50

締付けトルク
  117.7
  274.6
  588.4
  980.7
1961.3
3922.7

ホルダ固定ボルト締付けトルク N･cm

1.	 ホルダを移動してストローク調節をする
ことはできません。広い範囲にわたるス
トローク調節が必要な場合にはショック
アブソーバ付を使用してください。

2.	 ストロークを微調節するとクッションス
トロークが短くなり、可変クッションの
吸収能力が低下します。ストローク調節
量を最大にするとクッション能力は約
30％減少します。

1.	 作業時は必ず保護めがねを着用してくだ
さい。

2.	 メンテナンスには、専用クリーニングツ
ールもしくは樹脂の棒などを使用するよ
うにしてください。ドライバなどを使用
すると、インナシールバンドやシリンダ
チューブを損傷することがあります。

3.	 上記のメンテナンスを行なってもエア漏
れが止まらない場合などは、取扱説明書
に従ってオーバーホールするなどしてく
ださい。

クリーニング
ツールもしくは
樹脂の棒などインナシールバンド
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基本形・ガイド付

ロッドレスシリンダORCA,ORGA表示記号

径
16

20

25

32

40

50

標準ストローク
100, 200, 300, 400, 500, 600, 700, 800 0〜3000

0〜5000

200, 300, 400, 500, 600, 700, 800, 
1000, 1200, 1400, 1600, 2000
200, 300, 400, 500, 600, 700, 800, 
1000, 1200, 1400, 1600, 2000
300, 400, 500, 600, 700, 800, 
1000, 1200, 1400, 1600, 2000
300, 400, 500, 600, 700, 800, 
900, 1000, 1100, 1200, 1300, 1400, 1600, 2000
500, 600, 700, 800, 900
1000, 1100, 1200, 1400, 1600, 2000

製作可能ストローク

使用流体
作動形式
使用圧力範囲	 MPa
保証耐圧力	 MPa

シリンダ径mm
項目

使用速度範囲	 mm/s

クッションストローク	 mm

給油

配管接続口径

ストローク公差mm

1000以下

1001〜3000

3001〜5000

使用温度範囲	 ℃

16

空気
複動形
0.1〜0.8
1.2
0〜60

100〜1500注

可変クッション

不要

+1.5
0

+2.0
0

—

M5×0.8 Rc1/8 Rc1/4 Rc3/8

+2.5
0

15 18 21 26 40

100〜3000注

20 25 32 40 50

基本形

ORCA

シリンダ径とストローク

表示記号

仕様

mm

シリンダ径
mm

16
20
25
32
40
50

	 0.21
	 0.47
	 0.7
	 1.7
	 2.7
	 4.0

	 0.35
	 0.78
	 1.2
	 3.2
	 4.5
	 6.6

0.0010
0.0017
0.0022
0.0038
0.0052
0.0073

	 0.12
	 0.25
	 0.37
	 0.9
	 1.2
	 1.8

C
マウント

	 0.026
	 0.055
	 0.10
	 0.17
	 0.45
	 0.45

−
−
−
−
0.2
0.2

0.15
0.31
0.47
1.1
1.7
2.4

−
−
−
−
1.4
2.1

	 0.014
	 0.03
	 0.05
	 0.1
	 0.15
	 0.2

	 0.03
	 0.08
	 0.13
	 0.2
	 0.2
	 0.4

	 0.03
	 0.05
	 0.1
	 0.2
	 0.3
	 0.8

A：0.05
B：0.09

M
マウント

T
マウント

CM
マウント

CT
マウント

L形
金具

F形
サポート

G形
サポート

ゼロストローク質量 ストローク
1mmごとの
加算質量

ピストンマウントの加算質量 取付金具、サポート金具の加算質量
センサスイッチ1個の加算質量

（センサホルダ付）標準仕様
（標準マウント付）

デュアルピストン仕様
（標準マウント2個付）

質量

kg

シリンダ径
mm

受圧面積
mm2

  200
  314
  490
  804
1256
1963

  20
  31
  49
  80
126
196

  40
  63
  98
161
251
393

  60
  94
147
241
377
589

  80
126
196
322
502
785

100
157
245
402
628
982

  120
  188
  294
  482
  754
1178

  140
  220
  343
  563
  879
1374

  160
  251
  392
  643
1005
1570

空気圧力　MPa
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

16
20
25
32
40
50

推力

N

備考：標準ストローク以外のストロークも、1mmごとに製作可能です。
　　　納期については最寄りの当社営業所へご相談ください。

注：片側一面配管で使用する場合の使用速度範囲は、「100〜1000mm/s」です。 備考：センサスイッチの詳細は、駆動機器総合カタログをご覧ください。
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❶
❷

❸

❹
❺

❻

❼
❽
❾
�
�
�

No.
①
②

③

④
⑤

⑥

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

名称
エンドキャップR注1

エンドキャップL注2

インナシールバンド
止めねじ
インナシールバンドロック
アウタシールバンドロック
アウタシールバンド
止めねじ
リベット
クッションパイプ
アウタシールバンド
インナシールバンド
ピストンマウント
ロールピン

材質
アルミ合金
アルミ合金

合金鋼

鋼
鋼

鋼

ポリアセタール
ポリアセタール
ステンレスクロム鋼
ステンレスクロム鋼
アルミ合金
合金鋼

数量
1
1

4

2
2

4

2
2
1
1
1
2

備考
アルマイト処理
アルマイト処理

六角穴付ねじ

十字穴付さら小ねじ

アルマイト処理

内部構造

各部名称と主要部材質

A'

A

①-②-③ ④ ⑤-⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

No.
⑬★

⑭
⑮
⑯
⑰★

⑱
⑲
⑳
�
�★

�★

�★

�★

�★

名称
ベアリングストリップ
マグネット
ピストンヨーク
ピストン
スクレーパ
シリンダチューブ
エンドキャップスクリュー
マグネットストリップ
クッションニードル
クッションガスケット

チューブガスケット

キャップガスケット
クッションパッキン
ピストンパッキン

材質
ポリエチレン
アルニコマグネット
アルミ合金
ポリアセタール
ナイロン
アルミ合金
合金鋼
ゴムマグネット
黄銅
合成ゴム（NBR）

アルミ合金板

合成ゴム（NBR）
合成ゴム（NBR）
合成ゴム（NBR）

数量
2
2
1
2
1
1
8
2
2
2

2

2
2
2

備考

アルマイト処理

アルマイト処理
亜鉛めっき

フッ素ゴム仕様はFKM
合成ゴム（NBR）
焼付け
フッ素ゴム仕様はFKM
フッ素ゴム仕様はFKM
フッ素ゴム仕様はFKM★シールキットとして用意されています。

注1：集中配管できない側を指します。
　2：集中配管できる側を指します。

ORCA16･20･25
図はORCA25の場合。

A-A'断面
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❶
❷

❸

❹
❺

❻

❼
❽
❾
�
�
�
�
�
�

No.
①
②

③

④
⑤

⑥

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

名称
エンドキャップR注1

エンドキャップL注2

インナシールバンド
止めねじ
インナシールバンドロック
アウタシールバンドロック
アウタシールバンド
止めねじ
リベット
クッションパイプ
インナシールバンド
ピストンマウント
マグネット
ブッシュ
ピストンヨーク
アウタシールバンド
ピストン

材質
アルミ合金
アルミ合金

合金鋼

鋼
鋼

鋼

ポリアセタール
ポリアセタール
ステンレスクロム鋼
アルミ合金
アルニコマグネット
鋼
アルミ合金
ステンレスクロム鋼
ポリアセタール

数量
1
1

4

2
2

4

2
2
1
1
2
1
1
1
2

備考
アルマイト処理
アルマイト処理

六角穴付ねじ

十字穴付さら小ねじ

アルマイト処理

アルマイト処理

内部構造

各部名称と主要部材質

A

A'

①-② ③ ④ ⑤-⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ㉚ ㉛ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒

㉓ ㉔ ㉕㉖ ㉗ ㉘ ㉙

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

No.
⑯★

⑰★

⑱
⑲
⑳
�
�
�
�★

�★

�★

�★

�★

�★

�
�

名称
スクレーパ
スクレーパ止めOリング
シリンダチューブ
エンドキャップスクリュー
マウント固定ボルト
マグネットストリップ
マウント固定ナット
クッションニードル
クッションガスケット

チューブガスケット

キャップガスケット
クッションパッキン
ピストンパッキン
ベアリングストリップ
エンドプレート
エンドプレート止めねじ

材質
ポリアセタール
合成ゴム（CR）
アルミ合金
合金鋼
合金鋼
ゴムマグネット
鋼
黄銅
合成ゴム（NBR）

アルミ合金板

合成ゴム（NBR）
合成ゴム（NBR）
合成ゴム（NBR）
ポリエチレン
アルミ合金
鋼

数量
2
1
1
8
2
2
2
2
2

2

2
2
2
4
2
2

備考

フッ素ゴム仕様はFKM
アルマイト処理
亜鉛めっき
六角穴付ボルト

ナイロンロック付

フッ素ゴム仕様はFKM
合成ゴム（NBR）
焼付け
フッ素ゴム仕様はFKM
フッ素ゴム仕様はFKM
フッ素ゴム仕様はFKM

アルマイト処理

★シールキットとして用意されています。
注1：集中配管できない側を指します。
　2：集中配管できる側を指します。

ORCA32･40･50
図はORCA40の場合。

A-A'断面
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無接点タイプ･有接点タイプ

センサスイッチ

センサスイッチの注文記号

センサスイッチ作動範囲･応差･最高感度位置

●センサスイッチ（センサホルダ付）

無接点タイプ

無接点タイプ

有接点タイプ

有接点タイプ

有接点タイプ

2線式

3線式

2線式

2線式

2線式

表示灯付

表示灯付

表示灯付

表示灯付

表示灯なし

DC10〜28V

DC4.5〜28V

DC10〜30V
AC85〜230V
DC10〜30V
AC85〜115V CS4M

CS3M

ZG553

ZG530

センサスイッチ形式 リード線長さ シリンダ基本形式 シリンダ径

CS5M

A
B

-ORCA
-ORGA

16
20
25
32
40
50

DC3〜30V
AC85〜115V

●センサスイッチの詳細は、駆動機器総合カタログをご覧ください。

●センサホルダのみの注文記号

−G5

シリンダ基本形式
ORCA：ORCA用
ORGA：ORGA用

シリンダ径
16：φ16用
20：φ20用
25：φ25用
32：φ32用
40：φ40用
50：φ50用

●A：1000mm
　B：3000mm

●ORCA：ORCA用
　ORGA：ORGA用

●作動範囲：ℓ
　ピストンが移動してセンサスイッチがONになり、さらにピス
トンが同方向に移動してOFFになるまでの範囲をいいます。

●応差：C
　ピストンが移動してセンサスイッチがONになった位置から、
ピストンが逆方向に移動してOFFになるまでの距離をいいます。

センサスイッチの移動要領

センサホルダの止めねじを六角棒スパナでゆるめることにより、
センサスイッチをストローク方向に移動することができます。
（指定トルク0.2N･m）
注2：ORCA16･20･25に無接点センサスイッチを取り付ける場合リード線の引

き出しは必ず下記のように行なってください。

C（応差）

C（応差）

最高感度位置

ONOFF

ON OFF
マグネット R

R

センサスイッチ
注2

センサホルダ
注1（識別マーク付）

止めねじ
（M3）

六角棒スパナ
（呼び1.5）

シリンダ径mm

16
20
25
32
40
50

ZG530□, ZG553□ CS□M□
作動範囲
3.3〜5.5
3.8	〜6.4
4.1〜6.9
5.0	〜8.3
6.5〜10.9
8.2〜13.6

0.6以下
0.7以下
0.7以下
0.8以下
0.8以下
1.0以下

11

応差 最高感度位置※ 作動範囲
  9〜11
10〜14
13〜15
15〜21
15〜24
20〜28

1.5以下
1.5以下
1.5以下
2　以下
2.5以下
2.5以下

11

応差 最高感度位置※

mm

備考：上表の値は参考値です。
　※：リード線の反対側端面からの距離です。

注：ストローク中間にセンサスイッチを取り付ける場合には、ピストン速度
が早いとスイッチのON時間が短くなり、リレーなどが追従できないこ
とがありますので、ご注意ください。

　　ON時間〔ms〕＝（作動範囲〔mm〕/ピストン速度〔mm/s〕）×103

●リード線を左に引き出す場合、センサホルダは上向きに取り付けてください。

センサスイッチ
スライダ
止めねじ

表示灯

センサホルダ

リード線

ロッドレスシリンダ取付面

●リード線を右に引き出す場合、センサホルダは下向きに取り付けてください。

止めねじ スライダ
センサホルダ

リード線

センサスイッチ

表示灯

ロッドレスシリンダ取付面

注1：センサホルダ
識別マーク
ORCA…1本

ORGA…2本
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16
20
25
32
40
50

A
  65
  80
100
125
150
160

記号シリンダ径 B
15
19
23
27
30
32

C
  39
  50
  66
  87
109
117

D
	 24.5
	 28
	 30
	 34
	 39
	 45

E
	 20
	 24
	 28
	 36
	 41
	 46

センサスイッチの寸法図･取付位置

センサスイッチを下図の位置に取り付けると、ストロークエンドでセンサスイッチの最高感度位置となります。

●ORCA基本形、ORGA

●ORCAデュアルピストン仕様

●リード線ホルダ
ORCA専用にリード線ホルダが1個添付されています。
下記図のように使用してください。
なお、別途注文ができます。
注文形式：LH-ORCA　　　　　　（5個/セット）

●ORCA mm

16
20
25
32
40
50

A
  65
  80
100
125
150
160

B
15
19
23
27
30
32

C
  39
  50
  66
  87
109
117

D
	22
	25.5
	29
	35
	39
	45

E
	17.5
	22.5
	24.5
	33.5
	35.5
	43.5

記号シリンダ径

●ORGA mm

32
40
50

CL注

180
220
240

A'
305
370
400

記号シリンダ径

mm

A

B C 22 センサスイッチ C22 B

A

D

E

センサスイッチ

形式ラベル センサスイッチ

マグネット内蔵
ピストンマウント

A

CL A'

センサスイッチ

注：CL寸法は最小値です。

シリンダ径

リード線ホルダ

センサスイッチ

センサスイッチ取付時のご注意

センサスイッチを取り付ける場合は必ずSUS板と表示灯が手前
にくるように取り付けてください。なおねじの締付トルクは
0.2N・m以下としてください。

センサホルダ
止めねじ
六角棒スパナ

SUS板
センサホルダ

止めねじ
表示灯

六角棒スパナ

センサスイッチ
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⑤クリーニングツールもしくは樹脂の棒などをシリンダチュー
　ブスリット内に差し込み、インナーシールバンドを押し下げ
　ながらスリットに沿って動かし、エアでゴミを吹き飛ばします。
⑥アウターインナーシールバンドを下の位置に戻し、アウター
　シールバンドロックを取り付けます。

⑨アウターシールバンドの他方の端部を持ち上げ、先程と
　同様にクリーニングツールもしくは樹脂の棒などをシリンダ
　チューブスリット内に差し込み、インナーシールバンドを押
　し下げながらスリットに沿って動かし、エアでゴミを吹き飛ばし
　ます。
⑩アウターインナーシールバンドを元の位置に戻し、アウター
　シールバンドロックを取り付けます。

クリーニングツール
もしくは樹脂の棒など

●クリーニングには、専用クリーニングツールもしくは樹脂の棒などを使用するようにしてください。インナシールバンドやシリンダチュ
　ーブなどが傷つきますので、ドライバなどの代用工具を使うことは避けてください。

- 13 -



⑤クリーニングツールもしくは樹脂の棒などをシリンダチュー
　ブスリット内に差し込み、インナーシールバンドを押し下げ
　ながらスリットに沿って動かし、エアでゴミを吹き飛ばします。
⑥アウターインナーシールバンドを下の位置に戻し、アウター
　シールバンドロックを取り付けます。

⑨アウターシールバンドの他方の端部を持ち上げ、先程と
　同様にクリーニングツールもしくは樹脂の棒などをシリンダ
　チューブスリット内に差し込み、インナーシールバンドを押
　し下げながらスリットに沿って動かし、エアでゴミを吹き飛ばし
　ます。
⑩アウターインナーシールバンドを元の位置に戻し、アウター
　シールバンドロックを取り付けます。

クリーニングツール
もしくは樹脂の棒など

●クリーニングには、専用クリーニングツールもしくは樹脂の棒などを使用するようにしてください。インナシールバンドやシリンダチュ
　ーブなどが傷つきますので、ドライバなどの代用工具を使うことは避けてください。
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技術サービスセンター

TEL〈042〉383-7172


